
北海道大学工学部・工学院の新教育体系

学士課程

4年次：大学院進学決定者は、研究力養成ゼミに加
えて、1か月以上の国内外インターンシップに参加す
る。一部の大学院科目の専攻履修を検討。

工学院博士後期課程

工学院修士課程

高専編入生は4年一貫コース
として受入を検討
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2年次：コース専門科目に加えて、情報科学技術科
目とアントレプレナー関連科目を学部共通科目とし
て設置（学部共通コアカリキュラムの検討）

国立大学教養教育コンソーシアム
北海道教養教育連携
→専門教育連携（北見工業大学）
共通コアカリキュラムの検討

1年次：全学教育・学部横断専門科目

３年次：冬ターム終了時に達成度評価(QE)を実施、
専攻定員の6割にあたる成績上位者の修士課程進
学を決定。

メジャー（主専修12単位以上）・マイナー（副専修8単位）
とし、マイナーは学生が自ら設計するプログラムとする。

総合理系からのコース選択
（修士までの5年一貫として分属）

重点研究領域における企業との共同研究

数理・データサイエンス
教育研究センター

大学院共通科目
・分野横断型科目
・NITOBE教育システム
・サマーインスティチュート
・ラーニングサテライト
・世界展開力プログラム

工学系教育研究センター
(CEED)
・産学連携特任教員
・産学連携科目
・国内外インターンシップ
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次世代アントレプレナー
育成事業 (Edge-Next)

ロバスト農林水産工学国際
連携研究教育拠点構想

産業界
・産学連携科目への協力
・研究インターンシップの
共同開発

工学部・工学院の教育改革を先導役としてフィージビリティスタディを実施する。

・学科ごとの縦割り構造の抜本的見直し →学科の廃止・完全コース制へ移行を検討
・学士・修士の６年一貫制など教育年限の柔軟化 →学士からの６年制と修士からの５年制の併設を検討
・主たる専門に加えた副専門分野の修得 →メジャー・マイナー制である主専修・副専修型教育における副専修単位の増加と科目選択の柔軟化
・工学基礎教育の強化 →数理・データサイエンス科目の充実と基礎教育のコア・カリキュラムを策定
・情報科学技術の工学共通基礎教育強化と先端情報人材教育強化 →実践的かつ先進的な情報科学技術教育の再整備
・産学共同教育体制の構築 →工学系教育研究センターが提供する工学院共通科目の再整備と履修の促進

幅広い知識・俯瞰的視野を持つ
博士工学人材の輩出

期間短縮によって8年以下での修了を積極的に目指
す指導体制を構築する。CEEDが提供する産学連
携科目から２単位以上の履修を課すとともに、自身
の研究とは異なるPBLに参加する。

工学部・工学院の教育改革に関する調査・検討内容

新渡戸スクール、サマーインスティチュート、
ラーニングサテライトの積極的活用
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管理運営委員会と外部評価委員
会による事業の進捗確認

教育・キャリア企画室による検討
立案と教務委員会・学務委員会
による実施体制の確立

教育業績期評価制度の構築と
PDCAの確立
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